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「記録し、伝える─日本の産業技術」
第2回 ヒットネット（HITNET） ミニ企画展

【編集・発行】国立科学博物館 産業技術史資料情報センター
国立科学博物館Ⓒ2014
本誌に掲載された記事、写真、図版等を許可なく複製することを禁じます。

（高知県いの町）
（石川県金沢市）
（山形県山形市）
（熊本県熊本市）

ヒットネットに登録している産業系博物館等
は、地方自治体が運営するもの、企業、学校、
各種協会・財団等の団体が運営するものなど
様々な形態があります。それぞれおもしろい
展示を行っていますので、ぜひ一度、お近くの
産業系博物館を訪ねて実物からの感動を味
わってみてください。

ヒットネットの
登録博物館

ヒットネット ▶ http://sts.kahaku.go.jp/hitnet/index.php

◆博物館所在地

●九州
福岡 2館
佐賀 2館
長崎 1館
熊本 3館
宮崎 1館
鹿児島 1館

●中国
岡山 1館
広島 2館
島根 1館

●近畿
大阪 4館
京都 2館
奈良 1館
兵庫 4館

●甲信・北陸
新潟 1館
長野 1館
石川 2館
富山 1館

●東海
静岡 4館
愛知 5館
三重 1館

●沖縄
沖縄 2館

●四国
愛媛 1館
高知 2館

●東北
秋田 1館
山形 1館
宮城 1館

●関東
茨城 1館
栃木 1館
群馬 1館
埼玉 3館
東京 27館
千葉 2館
神奈川 11館

●北海道
北海道 6館

ヒットネット登録博物館数

ヒットネット登録資料件数

100館
約23,000件
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国立科学博物館

ヒットネット［HITNET］ミニ企画展

産業
技術
のおもしろさを感じてみよう!

記録し、伝える第2回
日本の産業技術



国立科学博物館では、日本の産業系博物館等の資料を検索できるデータベース「ヒットネット
（HITNET）」をつくり、インターネットで公開しています。今回この展示では、ヒットネットに登録
している博物館等の中から、情報を記録し、人々に伝える身近な技術にかかわる4館をご紹介し
ます。この機会に、日々の生活を豊かにしている産業技術のおもしろさや、技術の歴史を見る楽
しさを知っていただきたいと思います。

ごあいさつ

国立科学博物館／東北大学総合学術博物館／電気の史料館／北海道開拓記念館／パナソニック ミュージアム　松下幸之助歴史館／
東芝科学館／シャープ歴史&技術ホール／ノリタケミュージアム／東京理科大学近代科学資料館／和鋼博物館／横河電機（横河アーカ
イブズ）／竹中大工道具館／SANYO MUSEUM／トヨタ博物館／五十嵐健治記念洗濯資料館(白洋舎)／石川県立航空プラザ／花王
ミュージアム／紙の博物館／呉市海事歴史科学館 大和ミュージアム／マツダミュージアム／三菱オートギャラリー／ヤマハ発動機コミュ
ニケーションプラザ／沼田記念館・ミツトヨ博物館／あんぜんミュージアム（産業安全技術館）／高岡市鋳物資料館／東京農工大学 科学
博物館／日野オートプラザ／お札と切手の博物館／スバルビジターセンター／日産エンジンミュージアム／セイコーミュージアム／神戸
大学 海事博物館／日本ペイント 歴史館／日本ペイント 明治記念館／Honda Collection Hall／東京都計量検定所計量資料室／味の
素KK川崎事業所資料展示室／神戸海洋博物館／日本カメラ博物館／中冨記念くすり博物館／宮崎大学農学部附属農業博物館／武
蔵野音楽大学楽器博物館／家具の博物館／GAS MUSEUMがす資料館／日産ヘリテージコレクション／消防博物館／PILOTペンス
テーション／TDK歴史館／山形謄写印刷資料館／物流博物館／日本のあかり博物館／貨物鉄道博物館／伊能忠敬記念館／倉紡記念
館（クラボウ）／日本新聞博物館／佐賀県立九州陶磁文化館／三菱重工長崎造船所史料館／日本工業大学工業技術博物館／ナイガイ
靴下博物館／テクニカギャラリー／スズキ歴史館SUZUKI PLAZA／シンクルトン記念館／四国自動車博物館／京セラファインセラ
ミック館／KYB史料館／電卓の歴史コーナー／いの町紙の博物館／那覇市伝統工芸館／所沢航空発祥記念館／トモヱ牛乳博物館／
象印マホービン株式会社 まほうびん記念館／一般財団法人清水港湾博物館／東京都水道歴史館／明治薬科大学明薬資料館／小樽市
総合博物館／博物館「酢の里」／住友化学愛媛工場歴史資料館／たばこと塩の博物館／歯の博物館／UECコミュニケーションミュージ
アム／直方市石炭記念館／北見ハッカ記念館・北見薄荷蒸溜館／金沢蓄音器館／航空科学博物館／尚古集成館／UCCコーヒー博物
館／焼津漁業資料館／新聞博物館［熊本日日新聞社］／ALPS Museum 未来工房／網走市立郷土博物館／リサイクルプラザ紙遊館
／島津製作所 創業記念資料館／土とトラクタの博物館「土の館」／瀬戸蔵ミュージアム／那覇市立壺屋焼物博物館／生物系特定産業
技術研究支援センター農業機械化研究所資料館／TOTO歴史資料館／熊本大学五高記念館／熊本大学工学部研究資料館／日本郵
船歴史博物館（登録順）

いの町 紙の博物館 金沢蓄音器館 山形謄写印刷資料館 新聞博物館
［熊本日日新聞］

●ヒットネットの登録博物館

ヒットネット［HITNET］ミニ企画展

記録し、伝える第2回
日本の産業技術
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「産業技術史資料」とは、日本の産業技術の歩みを示す実物の資料をいい、日本全国にある産業
系博物館等が所蔵し、一般に公開されているものです。これらの産業技術史資料から、私たちの
生活を豊かにしている産業技術のはじまりや移り変わり、当時の技術者や職人たちの創意工夫
の跡を見ることができます。

産業技術史資料とは

産業系博物館の展示分野

手動洗濯機

◆自動車・船舶、汎用機械

◆鉱業、建設、窯業

◆産業用、業務用機器他

◆繊維・紙・木製品

◆電気、電力

◆化学、印刷

◆その他、サービス業等

◆映像・情報、コンピューター

◆金属

◆食品、農林漁業

ウォークマン
真空管ラヂオ

南部鉄器

ラブレスナイフ

トラクター

ハッカ蒸溜器

ガス自動炊飯器

ロータリースイッチ

有田焼
日本初の製油装置

消防オートバイ

戦後初の国産旅客機
YS-11スバル360

旋盤

往復式蒸気機関

トリコット編み機

手元箪笥

活字

グーテンベルグ印刷機
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いの町 紙の博物館
日本では古くから各地で和紙がつくられてい
ました。和紙は文字や絵を描くためだけでな
く、障子や襖、日用品などに幅広く使われ、世
界的にも珍しい日本の紙文化を花開かせまし
た。現在でも芸術や文化の分野で和紙は活躍
しています。

植物を細かくほぐし、植物の繊維を平たく並べる技術。

●和紙の一般的な原料は、『コウゾ』『ミツマタ』『ガンピ』という植物の
皮からとれる繊維です。

●和紙は、細かくほぐした植物の
繊維をからませ、均等に平たく
並べたものです。

●所在地：高知県吾川郡いの町幸町110-1
●電話：088-893-0886
●http://www.k3.dion.ne.jp/~tosawasi/

コウゾ和紙の表面

トロロアオイで粘りけをつけた水

コウゾ ミツマタ ガンピ

和紙は植物からつくられる

●和紙はとても長持ちします。古
い文書などもよい状態で保存
されています。
●和紙は丈夫で柔らかい触感があり、現代の紙に比べてとても長い繊
維が使われます。

和紙のすぐれた特徴

●植物の繊維をきれいに洗うだけでは、丈夫な和紙ができません。そこ
で、トロロアオイという植物の根の成分を加え、水に粘りけを付け
ます。
●この粘りけのおかげで、水の抜け具合が調節され、繊維が均一に並
び、丈夫できれいな和紙になります。

ネリ（トロロアオイ）の秘密

博物館ホームページ
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振動板
レコード針

振動で音が大きくなる

レコードが
回転音の溝のでこぼこで

レコード針が
振動する

金沢蓄音器館

音を細い溝に変え、その形をなぞって再生する蓄音器。

●所在地：石川県金沢市尾張町2-11-21
●電話：076-232-3066
●http://www.kanazawa-museum.jp/chikuonki/

振動板

人類は言葉を使って人と会話をする動物で
す。そして、歌を歌ったり、楽器を演奏して音
楽を楽しむのは人間ならではです。こうした音
を記録する技術を開発しようと多くの人が挑
戦しましたが、その実用化はトーマス・エジソ
ンの蓄音器が世界初でした。

●薄い紙を口に当て、「あー」と声を出すと、紙がびりびり振動します。こ
れは、私たちの声が振動として紙に伝わったからです。
●音はこの振動が空気を伝ってくるものです。

音は振動として伝わってくる

●録音の原理：エジソンは、音を
受けてぶるぶる震える振動板
に針を付け、レコードの表面に
ギザギザの形で音を記録する
方法を考えました。レコードの
回転で、音は細長い溝として記
録されます。
●再生の原理：レコードに刻まれた細い溝に、針を当て、レコードを回転
させます。針は録音されたときのギザギザと同じように振動します。こ
れを振動板に伝え空気を振動させると、再び音として聴くことがで
きます。

細い溝に音の振動を記録

●蓄音器は電気を使わず、レコードを回転させる動力はぜんまいなどが
使われています。
●電気を使わずに大きな音を出すために「振動板」と「ラッパ」という仕
掛けがあります。針の小さな振動を振動板が大きくし、ラッパは振動
板の振動をさらに人が聞けるよう大きくします。

蓄音器は電気を使わず大音量

振動板

博物館ホームページ
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インクをローラーで
原紙にのせる

原紙

原紙の穴の部分が
印刷される

紙

インク

黒

多色印刷の完成

茶色

空色

黄色

■多色印刷の刷り方

4色目

3色目

2色目

1色目

山形謄写印刷資料館

小さな穴からしみ出たインクで印刷。

●所在地：山形市銅町1-1-5 中央印刷株式会社内
●電話：023-631-5533
●http://chuo-printing.co.jp/gariban/

ガリ切り

■孔版の仕組み

謄写印刷はエジソンが発明した手軽な印刷技
術です。明治時代以降、日本では堀井新治郎
が改良し広く普及させました。現在では謄写
印刷に代わり、パソコンとプリンター、あるい
はコピー機が身近な複製・印刷技術として利
用されています。

●謄写印刷では、とても薄い和紙の両面にロウを塗った「原紙」で印刷
用の原稿をつくります。
●ヤスリの板に原紙を広げ、細い鉄の針（鉄筆）で原紙に文字を書きま
す。このとき、ガリガリと音がするので、この作業を「ガリ切り」と呼び
ます。

謄写印刷は「ガリ切り」からはじまる

●ヤスリの凹凸と針がこすれ、原
紙に書いた文字の部分に小さ
な穴がたくさんできます。
●この穴からしみ出てきたインク
を紙に乗せることで、紙に文字
が印刷されます。
●孔版印刷には、謄写印刷のほ
か、Tシャツに絵柄をプリントす
る時などに使う「シルクスク
リーン」などがあります。

謄写印刷は孔版印刷の一種

●特別な技術や知識がなくても使いやすい謄写印刷ですが、高い技能
を持った人であれば、美しい美術印刷まで可能です。
●美術印刷では、たくさんの穴の集まりとして面を印刷します。色ごとに
原紙を用意し、ずれないように重ね刷りすることで、カラフルな多色
印刷物をつくることができます。

一色ずつ重ね刷りすればカラー印刷

博物館ホームページ

とう しゃ いん さつ し りょう かん

めい じ ほり い しん じ ろう

ふ きゅう げん ざい

き ふく せい り

よう

うす ぬ げん し

よう げん こう

はり てっ ぴつ

よ

おう とつ

え がら

こう はん

ち しき

び じゅつ か のう

た しょく

ぶつ

ず

あな

活字

厚紙

厚紙
（紙型） 紙型 紙型

丸鉛版

丸める 鉛を流し入れる紙丸鉛版 丸鉛版

1 ここで
片面を印刷

2 ここで
裏面を印刷

■高速輪転機の仕組み

新聞博物館［熊本日日新聞］

急ぐからこそ、鉛活字は一度しか使わなかった。

●所在地：熊本市中央区世安町172 熊本日日新聞社内
●電話：096-361-3111
●http://kumanichi.com/museum/index.html

江戸時代末期、日本初の新聞が発行されまし
た。それ以後、早く正確に情報を読者に届ける
新聞の使命のため、新聞の製作技術の高速化
が進められました。現在では自動化された最
新の輪転機で、きれいなカラー印刷の新聞に
なっています。

●新聞は活版印刷で印刷されていました。そのために、「組み版」という
鉛の活字を新聞の形に並べたものをつくります。
●新聞にはたくさんの文字が並んでいます。昭和40年頃までは、活字
棚から文字を一つひとつ探していましたが、それでは多くの時間がか
かります。また、使った活字を戻すのも大変です。そこで、使う鉛活字
を、文章の形で毎回つくるようになったのです。使い終わった鉛活字
は、溶かして再利用されました。

活字は溶かして再利用した

●何十万部という大量の新聞を印刷するために、「高速輪転機」という
印刷機が使われています。輪転機は、印刷する版が筒の形をしてい
て、回転しながら高速で新聞を印刷します。

新聞を一気に作り上げる高速輪転機

●輪転機の版は、筒状に湾曲しています。鉛の活字を並べただけでは、
この湾曲型をつくることはできません。そこで、一度紙で型をとり紙型
をつくります。こんなところにも、「紙」が使われていたのは驚きです。

鉛の活字から、紙製の版をつくった
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くま

なまり かつ じ

もとはく ぶつ かん

え ど まっ き

い ご せい かく じょう ほう とど

せい さく ぎ じゅつ

げん ざい さい

しん りん てん いん さつき

かっ ぱん く はん

なら

だな

たいもど へん

と さい り よう

たいりょう

つつ

いっ き

じょう わんきょく

がた し けい

おどろ


